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「3年生を送る会＿ビッグアート」 
■ 目 標 
 卒業式前 3年生を送り出す上で思い出となる時間を演出するための企画 
・ プロジェクターを使った 3年生の思い出のスライド上映 
・ 思い出の写真の中から選んだ写真の大きく拡大した絵「ビッグアート」のお披露目 
■ コンピュータを活用する利点 
・ 写真のスライド上映はパソコンに取ってはごく簡単なことである。 
・ 「ビッグアート」はそれとは逆の発想で 1・2年生の人海戦術で行う企画である。1枚の写真をスキ
ャナーで取り込みそれをコンピューターで処理する。400名に 20×20のマス目表と色分け表を渡し 
6色の色鉛筆で塗り上げる。できた 400 ﾋﾟｰｽを貼り合わせて皆の前で披露する。 

 
     
 
 

■ ICT活用場面 
 1 枚の写真をコンピューターで何分割もすることによって大きな写
真にすることが出来る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学級活動の時間に 1・2年生が 6色の色鉛筆を 
使って作る作業は組み合わさないと、どんな絵になるかわからない。

２～３時間一生懸命色塗りをして自然とそれは 3 年生以上に楽しみに
なる。生徒会本部のメンバーは内密にしながら貼り付け作業を行う。

当日の発表の瞬間を待ち望みながら。 
 
■ 成果と課題 
 フリーソフトを使った取り組みで、行事を盛り上げる１つ手だてと

して良い企画である。伝統になりつつあるが毎年毎年で写真を決める

のが難しくなってきた。 
 
■ ICT活用環境等 
使用周辺機器 パソコン 
使用ソフト BigArt vel 2.0 
使用教室 普通教室、特別教室、本番は体育館  

目的を知る 

送る会のための写真を選

びスライド用とﾋﾞｯｸﾞｱｰﾄ

用を決める 

ﾋﾞｯｸﾞｱｰﾄの段取りをする 
学級活動の時間を使って

色塗りをする 

貼り合わせと本番の段取

りをする 

当日の発表 


